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　　　　　　　　1緒　　言　　　　・。1cc繍螂i　酬、、，．、糊1に1，　lvl注人し瞭、児に．）い

　家蛮の1血Li求数及び種別については既に川島（1904），　　　て・その後前！mり1までのlr］1．j＞t“数に及ぼす｝1｝多響について研

石川及び池田（1904，’13），菅野（1926），イ1森（1925），　　究し，対照蚕児に比し7，8割の拍L球数を11戊ずることを

岩崎（1930），伊東（1929），堤（1954，’56），入戸野及　　　報晋したが，今llllは夏に4℃aC12とH譜Pqと1・二・：：）いて

び竹下（1955，’56）等の研究がある。尚家寮の発育中に　　　濃度を異にする溶液をr｝膝内に治ii入し，これと岡時に対

おけるlin．球数の変化については，幼虫期のlfH．液lmm呂中　　　llK｛として同濃度のCaC12及びHllPO4水1ギi液をr1膝注入す

の1血L球数は石川は2，000～14，000，池l／lliは3，000・・－9，　OOO，　　　る区癒設け，それらの血葺忙数への影響について比1鮫研究

3踏野は700～8，000，f沸隣辞よ3，500～6，000，ユ是は4，000～　　　vgHることができたから，　ここにその1既要を報告h3’る0

7，500，石森は1，000～10，000，入1ξ1野及び竹下は1，　OOO　　　尚この研究は木暮博士を首”［とする文部省科1’｝矧ll究費

～8，000を数えているが，その数はi螢の発育階程によつ　　　によつて行われたものであり，ここに附記して感謝の意

て著しくことなり，蚕児の発育中，齢の進むにっれて一・　　を表する。

叢謝鷲愚鰻翻響袴欄におい働　　膜験材料及び方法
　又血球の種別については，伊東，不τ森，岩崎」．〈’び堤等　　　　　木研究は1956年春蚤期に飼育され，た太平×長安をf用い

は原白血球（Proleucocyte），捕喰細胞（Phagocyte），小　　　て行われた。このたびは第5齢起叢の口腔内に次の化合

球細胞（Globulated　leucocyte），巨大細胞父1まエノシ　　　物の溶液を0．1cc注入した材料蚕児について，第5齢2

トイド（Giant　cell　or　Oenocytoid）の4種類に類別し　　　1・1目より毎1三11回ずつ，化蛾に翌るまで9！Ei各2頭宛の

ているが，入戸野（1958）は最近原白錘L球からプラズマ　　　1価夜を採取して，各1働IU毎の［血L諦腰女を計算した。尚本研

細胞（Plasma　ce11）を区別し，又小球細胞を幼虫型と　　究における［血球の種別は石森博士（ユ925）のi”i己載に従っ

成虫型とに分けている。　　　　　　　　　　　　　　　　た。

　尚家蚕の血球総数に対する各種血L球の比率については　　　　1）対照区（無注入区）

通例，原EIJr［L球が10－－30％，捕ll食細胞が50～80％，小球　　　2）0・3％CaCl2区

細胞は1～10％，巨大細胞は1～5％位と報ぜられてい　　　　3）0・05％4℃aC12区（53・2c・　P・　ln・）

る0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）　0・3％45CaC12区（203・Oc・P・m・）

　1貢L球に対する放射線の景多響に関しては，古くから人体　　　　5）　0・1％H3PO4区

に対するX練などの作用について委しく報告せられてい　　　　6）　0・01％H呂32PO4区（22・8c・P・m・）

るが，家蚕のlfiL球数に対する放射線の影響については，　　　　7）0・1％H謬PO撚二（104・3c・P・m・）

蒲生，西山，塚田及び柳沢（1956，a，　b）の報告があり，　　　（備考）c・P・m・は各放射性同1壷：元素液0・1ccより放
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め・最一初゜）2滴をすてて・3・’（i；；；iFlをTh・m・－Z・i・…Iin．　1脈1酪　撒1鮭歯照区：鰯6．児に…い・．c’，・第5111令2r・1

球計算用スライドに採取し，プリリアントクレジール11・tl’　　Ilから蚕蛾にllミるLまで，22日間毎lllll1回ごつの．lnL球数

、とズーダンllエα）」骸ノ1⇔酉111匹背容1夜で1，超‘ヒf～ド舅ヒ｛色をf了》つブこもρ）　　　　　　（早　 ・　♂i∫：lt．r？）　を名評屯1血1．」求了1∫遥こ、擬〉賞「｝「’オL昏：ビけくa）〕通りて霞セ♪

について，1白L液1　mm3”liiの1il．球名・種別・侮の数を測建し　　　る。
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経　　1虚1．　　趣，311i

　　　　球　　　原白JflL球1捕喰細｝泡
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5齢2日目
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　　　4
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80
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1263
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400
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小球細胞巨大細胞合計
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第　　3　　表

　　　　　　　　　試区

経　　　IfiL　　　膨ミ男旺

　　　　球

　　　　　種別

過　　　一一一一一．．

5　　t．‘i告　　2　　　日　　F罰
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　　　　7
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第　　4　　表
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143　　鋤図癩」嫌1mn・a牌漁球総数の変化
　　　　　　　　　　　　（CaCla区及び4「’CaCl：区の場合）
300
　　　　　　8，0ec）
汐5

280

240　　　　　7，㎝1

72

6，000

　　（1）発育に伴う血球数の変化と放射線の影響

　a）対照区　蟄児の発育に伴うlffL”le総数の変化を観る　　　　5・000

に，第5齢4，5i三ll司頃に一時1血L球総数が減少する傾向

があり，その後次第に増加して熟蚤期又は吐糸期（1）にお　　　　4，　OOO

いて最多数に達する（6000～8000粒）。その後吐糸期（2）

頃に急減し，化彌直後迄減少をつづけるが，化輔（2〕頃か　　　　3，00b

ら再び急減し，蛾に業つて最少に達する（500粒）。

　b）各試験区　蚕児の血L球総数は一般に対照区に比べ　　　　2，㎜

て著しく少いが，薬液の注入をうけた翌日は殆ど各区と

もi倣球総数が対照区より増す傾向を示している。叉放射
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，　000
性同位元素4℃a，32Pの濃度の大なるほど，1丘L球数が少

く，放射能をもたないCa，　Pを注入した区はその影響が

5〃〃〃’’”〃〃t11，”〃liil〃〃蝋〃〃”〃〃〃蛾
’f｝　　　　　　　　　　　　・角筆　　　蛉

II

ムー・一ム0．01％馬32PO、

少い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　零”””’’”””恥’”貯”輔””””””蛾
　各区炎児の発育「h　il1L偉iヒ数の，曽1威の著しい【kEi：期におけ　　　　　　　監3456789（1）〔2）③（1）（a｝〔帥u）t2｝（3｝｛4）　CS｝（6｝｛7♪

る・鰍繊を獅し，燃｛1茎二に肘る雌を　己し，　lf・．J求　第噛願嫌1m。、・、［1蝋聯数峨fヒ

数に対する放射線の影響を示・比ば次o）通りである。　　　　　　　　　　（H，PO4区及びIII　，i　：1　rPO4区の場1の
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第　　5　　表
＼’ @　　発育程度

試験区別

対　　 照　　　区

　0，3％　Ca

　O，05％　4s’Ca

　O。3％　4「’Ca

　O．1％　P

　O．01％3匙P

　O．1％　　1措P

　4℃a　平均

　：12P　　平均

5蒜冷4～5口1．．i

1in球数

　2000

　　872

i　352
，，Zl

l1122

比　数

100

43，6

17，6

　4．5

62，4

50，4

28．2

11．0

39，3

ま級葦ご沼嫉里三型⊇」　1ヒヒ　　sl’ミ（2L　虫前　　期　（2）一．

酬卿ヒ数厨郷ヒ委父血轍

7999

5095

3767

2363

4194

3182

2718

iloo％

63，7

47．1

29．5

52．4

39．8

34，0

38，3

36，9

4978

3106

1279

640

3010

995

8ア7

　　％i
100

62．4

25．7

12．9

60．5

19。9

17，6

19．3

18．8

1201

736

371

259

680

505

393

比　数

1　　％
100

61．3

30，9

21，6

56，6

42，0

22，7

26．3

37，4

［f［1，球数

500

238

167

95

286

191

72

蛾

比　数

　　％
100

47．6

33．4

19．0

57．2

38．2

14．4

26．2

26，3

備考　各旧の比数は凡て対照区の該当lllll・1己成のJflL球総数に対する，レ台（％）をユ」λて示した。

　この成績に観ると，1盛L球総数に対す為放射線の影糊なL　　　d）　巨大細胞　第5齢初1！llにやべ多いが第4【’il「1頃最

熟猷期のような1血／球数増加の111f期よりも，　tflL球数の急減　　　少数をテ1≒し，節5齢末期には円1び増加する1頃1’iiJ　fj見える

する時期11［】ち吐糸llll（2）などに於て，その影響力晋しいよ　　　が，吐糸馴より次第に減じ，化蜥炭には殆ど観られない。

うに考えられる。尚躍1等の個服に於いても指摘したよ　　　　e）各種血h球の比率　刈報｛区二號児におけゐ各種inL球の

うに，これらの放射能物質又は通常のCa叉はPの化会物　　　1・レ率…は発育1；｛程によつて多少の兼異はあるが，源白量fiL球

を口腔注入を行つた翌Flは却つてJfiL球総数ことに捕喰細　　　は15．　2’－28．6％，紬II∫£細川tL）　60．7～78．6％，小球細胞0．0～

胞がその数を藷しく増加する傾向が見えるが，璽にその　　　12．O％，巨：大細胞0。O～ユ2．0％の比率を示している。尚

翌日からは試験区に於ては一般に血球数を激減する傾向　　　第1表において第5齢4，5旧H　ej［1’のように1値求総数の

が明らかである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比較的少い時≒期には原白球数のま！二率が割1に少く，之に

　　（2）各種血球数の変化　　　　　　　　　　　　　　対して捕喰細胞の比FlはやE増加する。又｝；1懸欄又は1止

　　　A　対照区の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糸期（1）のように」瓶球総数力欝しく増加する場台は原白⊥ftL

　a）　原白血球　対照区では原lill　，iin球数は，弟5β冷中殆　　　　球の比率が比較ill勺i弱く，捕ll食細胞の比率は不1∫低下する傾

ど変化がないが，熟蚕期から思に増加し，吐糸期㈲曜1に　　　向が明からである。　　”

急減するが，その後化輔まで大差がない。叉化蝋第2日　　　　　B　Ca及び45Caの場合

目頃再び思減して・漸次減少しつつ成虫期に至つて般少　　　　0，05％4℃aC』区，0，3％4℃aC12区及び0．3％CaC12区

数を示す・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の3区について，止i葺1の各磁別【血L球数を調査したが，各

　b）　捕喰細胞　捕喰細胞は第5齢4・－5日同頃穂減少　　　区とも血球数は対照区より少いが，その増減の模様は対

する傾向があるが・熟蛋期頃から怨増し，吐糸期ωに着Σ　　照区とほぼ玉｝行の状況を保つて変化している。

って最多数を示す。その後吐糸期㈱より急減し，1ヒ蝋（1）　　　a）原白血球　第5齢中は大差なく，熟遊又は吐糸期

迄大差がないが・化蝋（2傾から再び急減して，成虫期ま　　　（1）に於て最高を示し，吐糸；Vl（2）頃に急減し，更に前蜥期

で漸次減少する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　頃から漸次減少して，蛾に至つて最少となる。尚原白1血

　c）小球細胞第5齢5E．1同頃幾分減少する傾向ある　　聾k数は45Caの濃度が大なるほど少く，　Ca区は対照区に

が，食桑期間に著しい変化はない。併し小球細胞も亦1熟　　最も近いrn昧を示している。

蚕期頃から増加し始め，吐糸期（1）において最高に達す　　　　b）捕喰細胞　第5齢期初期には各区ともやや多いが

る。その後吐糸期（2）から滅少し始めるが前蜥期（3）願から　　　4，5日Ei頃一時減少し，熱頭期頃から増加し，吐糸期

再び増加し，嫡期（1）で第2の山を示すが，その・後次舞に　　　（1）に於て取多数を示す。叉吐糸期（2）より急減し，前虫丙期

減少する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より化蠣当時にやや増加の傾向を示すが，化踊後は漸次
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減少し，蛾に至つて最少となる。　　　　　　　　　　　　　d）各種血球の比率　各試験区における毎口の各種」画L

　c）小球細胞及び巨大細胞　この両種1血L球は前2者｝二　　球の比率の堰少一最多値を表示して対照区と1七較”1一れば

比べて著しく少く，叉各；試験区間のジ・註異も少い。　　　　　　次表の通りである。

第　　6　　表

＼＼一_　試験区mi1
鰍葡ヒ＼、一対1！（U茎一CaC1・（°・3％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　％1　　　　　　　％1
房〔　　X皇I　J血L　耐ヒ　　　　　　　　15．2～28．6　　　　　　　　　9．6～39．3

手南　　ロ食　　吊鐸1　川包　　　　　　　　60．7～78．6　　　　　　　　　58．9～86．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
／1、　　i求　　帝田　　日包　　　　　　　　　0．0～12、0　　　　1　　　　　　0．0～15．3

巨大細胞　　0．0～12．O　I　O，0～9．0

4℃aCl2（0．05％）

14．3～33，J「

16．7～85．7

O。0～25．2

0，0～16。8

％

45CaCl鶉　（0．3タ6）

一…1‘　…’…‘ @．一％
10．3～46．0

20．0～87．0

0．0～45．4

0．0～20．0

　この研究結果によると7放射能をもたぬCaのlll三入を　　　a）原白血球　各区とも第5齢51』1【－1頃，原白［nL球が

うけた区の各種iiL球の比率は対照区と大差ないが，4℃a　　　少しく減少するカ㍉熟寮及びILL糸期（1）に於て最多数をt／”i““

の両区においては往々原白J丘し球の1一ヒ率が比較的高い場合　　　し，吐糸期曙｛から急減し，前蝋期（2）頃やや増加の傾向が

と，捕喰細胞が1［lll合に低率を示す場合とが観られ，尚4℃a　　　見えるが，化蜥後は一般に滅少する。

区では巨大細胞及び小球細胞の比寧が割合に高い場合が　　　　b）　捕喰細胞　第5齢：初期において，各区ともやや多

観られる。従つて一般に放射｛生岡位元謬｝1の注入窟うけた　　　いが，5，6111rl頃に減少し，熟鑛期ヒ‘〔に急増し，吐糸

蚕児の1fiL球では各種別の比率が著しく不規則となつて来　　　期（1）において最商を示すが，閥竜｝なく減少し，叉前蜥期

るようである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2〕頃には再び増加する傾「tCi’］が見えるが，化蝸後は漸次減

　　　C　P及び32Pの場合　　　　　　　　　　　　　　　少し，峨に棄つて鼓少と欺る。

　0．01％H332PO4区，0．1％H332PO4区及び0．1％H8PO4　　　c）　小球細胞弄亀び巨大細胞　この両種」丘L球数は前2者

の3区について，毎1．［の各唾別血球数を調：査した。各区　　　に比べると著しく少く，従つて試験区間の差異も棚めて

とも，ことに32Pの濃度の大なる程玄・r照区に比しlnL球数　　　少い。

は少いが，蚕児発育変態中の1nL球増減の模様は大体対照　　　　d）　各種血球の比率　各試験区における各日の各種」血L

区の場合とほぼ平行状態を保つて変化することは45Caの　　　球の比率の（般少～最多値）を表示して対照区と比較す

場合と同様である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　れば次の通りである。

第　　7　　表

　　　　試験区別
　　　　　　　　　　　対’　照　　区
血球種別

原白血球　　15．2～28．6
守甫　　1【食　　糸田　　月包　　　　　　　　60．7～78．6

ノ」、　　封ヒ　糸田　　A包　　　　　　　　　0。0～12．0

巨大細胞　　 0．0～12．0

％

HaPO，（0．1％）

11。0～33．3

58．6～86．3

0．0～9，7

O．O｛♂11．7

％o

H巳32PO4（0．01％）　　　H，a’aPoa（0．1％）

11．5～35．ア

58．0～78．4

0．0～12．9

0．0～12，7

％
9．6～46畳7

48．5～81量3

0．0～34．3

0．0～15．2

％

　a2Pの場合はa”“Caより濃度が低いためか各種1血L球の比　　　　　（3）血球数に対する45Ca及び32Pの影響

率に対する影響がやや少く，O．　1％　32Pにおいて，小球細　　　　各種diLIR毎に各試験区の血球数を対照蚕に対するEl　k

胞及び巨火細胞が往々高率を示す場合が観られた。　　　　　の指数を以つて比較するに，これ等の渠液を注入した翌
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日即ち第5齢2日目においては・殆ど各試験1互ζ・各随［（EL球　　　合に，薬液を1：1腔注人した翌日を除いて日々の各試験区

とも，対照寮児の1血エ球数より却て増加し，ことに捕喰細胞　　　の各種宙L球数をそれぞれに相llする対照区の1嶋求数に対

数並びに1血1球総数1こおいてその傾向顕著のようである。　　　する指数を以つて比鮫すると次表の通りである。

　従つて各種［fitS－k数に対する放躬線の影舜lll！を比鮫する場

第　　8　　表

原　白　i丘i．球
輔　喰　細　胞　　　炉 1ト　　ユ求　　糸田　　　　　【蘂〔　ブく冒＼＼縄躯二ylll　　　　＼

D［繍剛＼ 日々ノ開益 ：i均 旧々ノ開ノ：ド均
　　　　．、…．　、II繧＿、

dI・々　ノ1｝目ノ毫　　lj勾　　1二1・々　ノ　　　　　　　　1

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

対　　 照　　　区

CaC』　（0．3％）

’isCaCla（：0．05％）

SSCaC12　（：0．3％）

．H3PO，（0，1％）

H3s2Pq（0．01％）

H332PO4（0．1％）

1・均
o；：3a

　　　　　　　　　　　　　　　100　　　100　　　100　　　1100　　　100　　　100　　　100
　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　
ll：；：i：器113i：1：111：1鎗：11；：1二鋤ll：1・1：1ゴll：l

ll：1：1灘：91，1：1ご1　1器1…・1：1翻：／：1：1醐工聯

1T．7～　79．943合4　　　　　　　　19．0～　88．9．44。9ヨ19．9－一・200．045。7i　9，ア～200．　O

　　　　　　　　　　　　　I　l　　　　　　　　I
9・8～6°・°28・°17・5～77・8 c34・　3“　1・1～24°・°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46．5　10．0～150．O

l：：1｝36・　8iZ8：い8－1：い゜11謝

拍L球　総数．
平均日・の開差i四り

100

44．0

42，1

41．5

57．1

48，2

52．2

46，0

　100
31，8～95．1

12．9～47．1

4，5～39．4

10．5～88．2

1ア。6一げ77．0

12．6～・62．3

il：1｝

100

60．7

33．1

20．2

60，6

45．0

29，3

31．9

　．1表の結果を観ると，ま1Σ放射能を有たないCaCl2，　　　～0．1％）の放射性同位元発尋を㌶5齢起蛮のi：リ；空内に0．1

H窃PO4両医の蛋児でも，対照預に比べ，1nL球総数におい　　　cc注入した後，その翌i’【（第5齢2EI日）から寮蛾に棄

て．凡そ40AO｛6．’i：の影響をて受けて1fio），k数を減ずそ3が，放射恒i　　るまで，22［1悶｝1宜り，毎日1．　［illilず・：）1僻夜を採取し，原

同位元素45Ca，　a2P温三入区に比してその影響は極めて少　　　r尭II虹球，捕喰細｝1包，小球細胞及び巨大細胞の名1虹｝求種別

なかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎にその数を測矩し，対照区螢児とJ：博交し，」血L球数に対

　次に45Ca注入区においては濃度の高いほど，その影響　　　する放射lll畏の影響を研究した。尚この場合放射能を有た

甚だしく，0．3劣4℃a区では対照区に比し，凡そ80％の　　　ない岡じ濃1」：のCaCla（O・3％），1㌔PO4（0・1％）の注

．前L球数を減ずるが，0．05Ao　4sCa区では凡そ67％の滅少に　　　入区を設けて，45CaC12及びKHI12PO4の場含と比較した・

止つた。又32P注入の場合にも1司様の傾阿を示し，0．1鬼　　　（1）発育に伴う血球総数の変化

s2P区では対照区に比し，約70％の血球数を減ずるが，　　　　まず対照区蚕児の第5歯告2「U歪1から蚕蛾に至る期聞に

0．01％32P区では凡そ55％の減少に止つた。　　　　　　　おける日々の1重L球総数の変化を観るに，策5齢4，5日

　尚1nL球種別とその影響を観ると，45Ca，33P共に原白　　　ll頃に一ll樋L球数の減少する傾向（2000粒）があるが，

1血L球と捕喰細胞とにおいて，その影響が比較的多く，小　　　その後次第に増加して熟黄：1之は1tL糸期（1）において最多数

球細胞，巨．大細1】融では割合に3il多響が少いようである。　　　　に達する（8000粒）。その後吐糸期（2）から急減し（5000

　かくの如く4℃aでは0．3％，32Pでは0．1％位の濃度に　　　粒），化蜥匪‘妃後迄滅少をつづけるが（4000粒），蠣illl㈱頃

於ては，血球数に対する影響から観ると，著者等の前研　　　から再び急減し（1500粒），蛾に至つて最少に達する

究（1956，a，　b）と同じく，．正常蚕に比し70・－80％の減　　　　（500粒）。

少を示しているが，熟蚕期又は吐糸其IIωのように正常蚕　　　　次に各試験区蚕児の発霧巾における血L球総数は0．05％

の血球数が著しく憎加する時期には，4SCa，32Pの両区に　　　4fiCa区では対照区の凡そ⊥，　O．　3％　45Ca区では凡そユ，

おい。も明らかに蜘の1餉を示。。い。（第、．，図　又。．。、％・・P区で醐照1要の凡そ⊥，。，、％・・P区で臥

撚　　　　　　　そ去卵・鰯…菟鯛・ζ・醐変化・糖・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついては，ほぼ対照区と相並行して増減するように見え
　　　　　　　　Iv摘　　　要　　　　　　　　る。

　本実験に於ては45CaC1撃（0，05州Q，3％），　Ha3L’PO4（0．01　　　（2）各種血球数の変化
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　　対照区における各随血L球相刀二の日々の1．・ヒ率は，発育階　　　　　　　（1957）

程によつて多少の：差異はあるが，源白［白工球は．凡そ15～29　　5　・・．一一一一一一．－t－．・…．一・一・，緑川茂男：第2圓原ヨ：・カシン

％，捕喰細胞は47～79％，　ノ」、球細胞は0～12％，　巨ソく細　　　　　　　　　　ポジウム要博集，？155（1958，a）

胞はo～12％を示している。尚1血L球総数の比較的少い5　　　6　石森直人：蛮業新報，33（390），13，　12－1320，

齢4，5日目頃には原白、1盛L球が割合に少く，従つて捕喰　　　　　　　（1925）

細胞の比率はやや増加する。これに対し，熟輩期のよう　　　7　『一．一　　　：1．：．1蛮誌，2（8）・262一264（193D

に血球総数が箸しく増加する場合に1ま，原白1伽求の1・ヒ率　　　8　岩崎．行．高：鹿り己局高農学術報告，8，173－284

が比較1［1勺禎iく，tili一喰細胞はやや低臨1マする但il向が明らカ・・で　　　　　　　　（1930）

ある。次に試験区に於ては，45Ca又はa2Pのlll！き度が嵩い　　　9　1t　．1．．「一．［一1一¶1…’：日’蚤誌，2（2），204－205（1931）

ほど，各顧血1．球数が少く，：又各種．【伽求の比率も対照区に　　　10　11i．∫端常信：Fl寮東北支部講．要，12，4－5（1958）

⊥：ヒし，極めて不規則であるばかi〕でなく，獄大細胞やノト　　11　西山久雄，妄胴武YIU，蒲生俊興：旧讃誌，27〔3），

封ξ糸則ll包a）止ヒ豆零力署i茅しく一．E：罫，腫・】艦る」易で㌃1も釦現らオ．しプこ0　　　　　　　　　　　　　　　　　　182　（1958）

　〔3）血球数に対する45Ca及び：121）の影響　　　　　　　　12入戸野康彦；IL：1蚤1砺25〔3），181，（1956）

　対照の．ためにi：1腔注．入を行つた放射能を有たないCa　　　13　－一．．一一』．一　一1竹一1ぐ弘夫：螢糸研究，14，7－9，（1955）

Cl2　（0．3％）　二更呑ま1｛3PO4　（0．1％）　0「）1酢【lil，弍｝こ方昏「こも，　lk・i】・　　　　14　　Tlt町…1．p－’”’一：　1：il翼乏ll；志，　27〔3），　173：　　（1958）

1照区に比し40％近い影裂iをうけて，．ifil．球数が一．．一般に滅少　　　15　－．．．．一・．．…「…一一，．大河内徳泊：日賃ξ』東北支部、1111要，12，　P

する傾向があるが，4℃a．及びll2Pの試験区で1’江濃喫の高　　　　　　　4（1958）

V・ほど1nL封～数に対一童ヤる放射’線（β線）の！｝1多輯が著しく多　　　16　SPEAR　F．　G．：RadiaLion呂and　Living　Cen，

かつた。即ち0．3％　45Ca区では」血L球総数は対照区に⊥．ヒ　　　　　　　（1950）

・，謹か・考一・減少・…1％・・P区で・や・「煩…す・7堤要造・酬り】：究・・，・一・・（・954）

る。されど，各試験区を通じ．，薬液の注入を受けた翌1三1　　18　…t．’t7．’Tt』－…：　〃　　，9，8－・9，（1954）

は，殆ど・各区．とも」直L球総数ことに捕喰細胞に於て：対・照区　　　19　f°”’tt・tt．．「』・．・・一一：【三1置蒔中：部支部iill・琴要，10，2，　（1955）

より却つて一II／／ii±1111加する傾向が見えるが，その翌日から　　　20　－一一一一・．一一：　　〃　　　11コ11－13，　（1956）

急1威するようであるo　尚伯L球租匡別1に対・するカ！（身：1・吊泉の影裂曇

を観るに，概して馳．［鰍と捕嚇馳とに＊、1する辮鯵　　　　　　SummaΨy

比較白勺多く，小球宗III胞と巨大細胞とに対しては荊合に少　　　　In　the　previous　papers，　the　authors　reported、

なかつた。　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　that　the　radio－－isotopes　administered　throLl鰭h　the

尚本研究の如く訪謝伽）Jfi1．球数に対・する鯉、程脇・　m。・th・f　the　silkwQrm　are　seem，d　t。　b，　q。i、kly

ら考察し，家蚕に対する“℃a及び32Pの致死度の限界　　　absQrbed　into　bloocl　within　5　millutes　Qr　so，　and

は第5齢期以後の変態期樋じ’C，4fiC・の搬は0．3％　the　al…unt。f　i、。t。pes　i。　th，　bl。。d。tt。i。s．thG

（203・・P・m・）より高く・又32Pでは0．1％（104・、　P．　maxim・l　acti。ity　within　3　t。6h。urs　after　admi．．

m．）より高濃度に存するものと考えられる。　　　　　　　11istration　and　theu　it　would　be　gradually　trallsferred

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　to　several　tissues　in　the　hemQcoel．
　　　　　　　　　　　　　文　　　　献
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　In　the　present　study，　the　authors　have　attempted「

1　蒲生俊興，西山久雄，塚田光弘，柳沢武彦：第1圓　　　to　know　some　damaging　influences　of　radio－acti，

　　　　　　日本アイソトープ会議，アイソトープ゜；研究利用　　　vity　upon　the　numbers　of　he．mocytes　of　the　the．

　　　　　　総覧，523～527（1956，a）　　　　　　　　　　　　silkworm，　when　administered　with　O．1　cc　of　O，05．

2　・｝　　　・　　　　，｛’．1mum’’’”ttt，…一　一’：蚕糸界　　　一・0．3％4scaCl20r　O．　Ol－・O．　1％1－13s2PO．，　through　the

　　　　　　報，56（769），1－10（1956，　b）．　　　　　　　　　mouth　of　just　moultered　Iarva　of　the　fifth　stage．

3　－　　　，　　　　1信州大学繊維学音ll研究報告，　　　　Thus　the　effects　of　the　above　mentioned　cQncen－

　　　　　　6，　37－一一41　（1956，　c）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　trations　of　ingested　isotOpeS　on　the　numbers　ef

4　　　　　－一，　　　　　－e酒ヂト明：日蚕需巻，26（3）　248　　　　　each　four　types　of　hemOey’te＄，　i、　e，，　the　prq、
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leucocyte，　the　phagocyte，　the　globulated　leucocyte　　　　　of　hernocytes

鋤dthe　giant　cel1（oenocytoid），　were　counted　thro－　　　　　（a）The　daily　average　ratios　of　four　ldnds　of

ughout　the　Iarva1，　spinning，　prepupal　and　pupal　　　hemocytes　a1・e　generally　as　follows：

器，、脇；1膿1認灘鶏沸1「　　　・・r1…1幾1講。、
　　1）The　variation　Qf　the　numbet・s　of　hemocytes　　　　ProleucQcyte　　　　15－－29％　　10－46％　10．－47％

accord｛ng　to　the　development　of　the　silkworm　　　　　　　PhagQcyte　　　　　　47－79　　20－83　　49・・－81

　　　　a）　The　number　of　hemocytes　of　normal　sill｛・　　　　Globulated　leucocyte　O－・12　　　0－－45　　　0－34

worms　generally　decreases　in　the　beginning　periocl　of　　　　Giant　cell　　　　　　O－12　　　0－．20　　0－15

the　fifth　s亡age　（2000／Mm3）n、　nd　then　gradually　in・　　　　But　when　the　total　nutnber　of　hem（】cytes　illcre．

creases　through　the　五fth　　stage　and　attains　the　　　　　ases　at　the　be．ginning　of　the　spinning　stage，　the

lnaximal　num1〕er　on　the　period　of　the　full－gl’owll　　　ratio　of　proleucocyte　usuaUy　increases　and　the　one

or　spinning　larva（8000／lnm臼）．　Afterwards　it　pl’om・　　　of　phagocyte　decreases　on　tlle　colltrELry．　As　for　the

ptly　decreases　at　tlle　secqnd　day　of　spinning　period　　　　materials　administered　．with　radio＿isQtopes，　the

（5・0・／mm：1），・nd　then　g・ad・ally　dec・e・・es　up　tb　the　r・ti・・。f・・ch　ld・d・f　heln。・ytes　a・e　rem・・kably

beginning　of　pupal　stage　（4000／mmり，　and　at　the　　　　irre縛ular　anくl　the　ratios　of　globulated　leucocytes

second　day　of　the　pupa　it　promptly　decreases（1500　　　　　and　giant　cells　ofteエ1　come』up　comparatively　high

／mmり，　and　at　Iast　through　the　pupal　stage　gra－　　　pe1’centage，　e．　g．，　the　former　hemocyte　increases

dually　colnes　dowrl　to　the　moth（500／111n13）．　　　　　　　　at　the　last　day　of　prepupa　and　the　1三竃tter　one　at

　　　　（b）Though　the　total　number　of　hemocytes　of　　　the　period　of　full－grown　Iarva，

the　silkworm　ad面niste1・ed　with　radi◎．－isotopes，　　　　　　（b）Concerning　th¢reducing　influence　of　abso．

generally　decrease　z1nti】about　20－30％　of　the　normal　　　1’bed　radio－isotopes　oll　the　number　of　hernocytes，

1arva・yet　within　the　limit　of　the　concentratiQn　of　　　the　extent　of　recluction　in　llumber量s　usually　equi．

radio－－isotopes　of　this　study，　the　appearance　of　　　valent　tQ　20　to　30％of　tlle　numbeエ’of　hemocytes

variation　of　the　number　of　hemocytes　along　the　　　of　the　normal　silkworm．

development　of　radiated　worms　generally　seems　to　　　　（The　Faculty　of　Sericulture　and　Textiles，　Shinshu

be　the　same　type　with　the　normal　ones．　　　　　　　　　University，　Ueda，　Japan），

　　2）　The　infiuence　of　radio－activity　on　each　kind


